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１ 業務概要 

（１）件名 

宮坂区民センター旧玉電・江ノ電車両補修・再塗装工事 

 

（２）目的 

本工事は、世田谷区立宮坂区民センターの旧玉電・江ノ電車両について、経年劣化により低下し

た保存状態の改善を図るとともに、その歴史的価値を適切に保存・継承することを目的とする。 

当該車両は、大正 14 年に製造され、玉電の愛称で親しまれた渋谷～二子玉川園間の東急玉川線や、

世田谷線などを走った後、江ノ島鎌倉観光株式会社（現江ノ島電鉄株式会社）において主力車両と

して活躍するなど、長年にわたり地域交通を支えた貴重な実物資料である。平成 2 年には、宮坂地

区会館（現宮坂区民センター）の建設を契機として現在地に保存されることとなり、地域のシンボ

ルとして多くの区民に親しまれてきた。 

しかしながら、前回補修より７年以上が経過し、屋外展示による風雨・紫外線等の影響により、塗

膜の劣化や腐食の進行が見られ、文化資産としての維持・保存の観点から、適切な補修および塗装

による保全措置が求められている。 

本工事の実施にあたっては、当時の外観を可能な限り再現する復元性を確保しつつ、耐久性およ

び安全性の向上を図ることを基本とする。また、専門的知見に基づく調査・施工・品質管理を行うこ

とで、長期的な保存に資する施工を目指す。 

また、本車両は行政が保有する展示物にとどまらず、地域住民や来訪者に広く親しまれてきた共

有の文化的資産であり、地域の交流の促進や歴史・魅力を発信する拠点としての役割も担っている。

このため、本事業は単なる施設補修ではなく、本車両を核として地域への愛着や誇りの醸成を図る

とともに、地域資源としての活用促進や交流機会の創出につなげる取り組みとして位置付けるもの

である。 

 

（３）履行期間 

 契約締結日から令和９年２月２６日まで（予定） 

 

（４）履行場所 

 宮坂区民センター 旧玉電・江ノ電車両 （世田谷区宮坂 1-24-6） 

 

（５）工事内容等 

① 車両の現況調査、工事方針・施工計画の策定 

施工に先立ち、本車両の現況について、塗膜劣化（剥離、錆等）および腐食状況、車両各部 

（屋根、パンタグラフ、台車部等）の状態を的確に把握し、その結果に基づき適切な工事方針

および施工計画を策定すること。 

② 仮設工事 

   施設運営への影響を最小限に抑えるとともに、来館者及び通行人等の安全に十分配慮し、動

線分離や立入管理、周知措置等を適切に講じたうえで、安全かつ効率的な仮設計画を立案・



実施すること。 

③ 車両（外板、屋根、台車部）の補修・再塗装工事 

ア. 下地処理 

劣化塗膜、錆、油分等を除去し、素地調整により平滑な下地を形成すること。 

イ. 補修 

腐食部や損傷部を補修・補強し、形状、機能および強度の回復を図ること。 

ウ. 再塗装 

防錆処理のうえ適切な塗装を施し、外観および耐久性の向上を図ること。 

なお、塗装色については別紙記載の２案より投票により決するものとし、招請通知を送付

する際に通知する。また、塗装に当たっては、色彩を適切に再現できるよう方法を十分に

検討し、実施すること。 

④ 附帯設備・車両設備の補修・塗装・復元 

ア. 附帯設備（階段等の必要な箇所）の補修・塗装を行うこと。 

イ. 車両設備（パンタグラフ台等）について必要に応じて補修・塗装・復元を行うこと。 

⑤ 安全対策・施工管理 

  施設利用者、近接する駅の利用者及び通行人等の安全確保を最優先とし、適切な現場管理及

び安全対策を実施すること。施工区域の管理、資機材の整理整頓及び養生を徹底するととも

に、粉じん等の飛散防止その他周辺環境への配慮を行うこと。また、工事内容の周知及び監

督員との連絡調整を適切に行い、安全かつ円滑な施工に努めること。 

 

２ 提案限度額 

 ５，０００，０００円未満（税込） 

 

３ プロポーザルに参加できる者の資格 

次の（１）から（７）までの要件を全て満たす法人であること。 

（１）東京電子自治体共同運営電子調達サービスにより世田谷区の競争入札参加資格者名簿に登 

録されていること。または、各税に未納がないこと等、当該資格を取得するに足る同等の条件

を満たしていること。なお、当該資格を有しない場合は、同等の条件であることを確認するた

め、下記の書類を提出すること。 

① 履歴事項全部証明書（発行日から３ヶ月以内） 

② 税務署が発行する納税証明書（「法人税」及び「消費税及び地方消費税」）（令和７年分、発

行日から３ヶ月以内） 

③ 提案を行う事業所が所在する都道府県が発行する「法人事業税」の納税証明書（令和７年

分、発行日から３ヶ月以内） 

④ 財務諸表（過去２年間） 

（２）地方自治法施行令（昭和２２年政令第１６号）第１６７条の４第１項の規定に該当しないこ

と。 

（３）世田谷区から入札参加禁止又は指名停止の措置を受けている期間中でないこと。 



（４）都道府県民税・市町村民税を滞納していないこと。 

（５）会社更生法（昭和２７年法律第１７２号）に基づく更正手続き開始の申立て、又は民事再生法

（平成１１年法律第２２５号）に基づく再生手続き開始の申立てがなされていないものである

こと。 

（６）宮坂区民センター旧玉電・江ノ電車両補修・再塗装工事審査委員会の委員が主宰、役員、顧問

及び所属をしている事業者でないこと。構成員は以下のとおり。 

委員長：世田谷総合支所地域振興課長 小野貴博 

委 員：施設営繕担当部営繕第二課長 大槻一隆 

委 員：施設営繕担当部営繕第二課整備担当係長 北島寿信 

（７）過去５年間において、官公庁又は民間事業者が発注した鉄道車両・展示車両の保存・修復・再

塗装に関する実績があること。 

 

４ 参加表明書等の提出期限、提出先及び方法 

（１）①参加表明書：様式１「参加表明書」に準ずること 

②都道府県民税・市町村民税を滞納していないことがわかる証明書（発行日から３ヶ月以内） 

※東京電子自治体共同運営電子調達サービスにより世田谷区の競争入札参加資格者名簿に登

録されていること。または、当該資格を取得するに足る同等の条件を満たしていること。な

お、当該資格を有しない場合は、各税に未納がないこと等、同等の条件であることを確認す

るため、下記の書類を提出すること。 

   ＜添付書類＞ 

・履歴事項全部証明書（発行日から３ヶ月以内） 

・税務署が発行する納税証明書（「法人税」及び「消費税及び地方消費税」）（発行日から３ 

ヶ月以内） 

・提案を行う事業所が所在する都道府県が発行する「法人事業税」の納税証明書（発行日 

から３ヶ月以内） 

・財務諸表（過去２年間） 

（２）提出期限：令和８年８月２６日（水）１６時まで（必着） 

（３）提出方法：下記９の窓口への持参または郵送 

 

５ 提案書の提出者を選定するための条件 

本件では提案書提出者の選定は行わず、参加資格の確認のみ行う。参加資格が確認できた者には

プロポーザル招請通知を送付する。 

送付予定日：令和８年９月２日（水） 

 

６ 質問について 

 提案書作成に当たっての質問は、様式２「質問書兼回答書」をもって電子メールで行う。ま 

た、回答については、公平を期するため、質問内容を取りまとめたうえで、招請通知を送付した者全 

てに電子メールで配信する。なお、提出先（メールアドレス）については招請通知に記載する。 



 質問受付開始：令和８年９月２日（水） 

質問締切：令和８年９月１６日（水）１６時まで 

 回答：令和８年９月２４日（木）まで 

 

７ 提案書の提出期限、提出先及び方法 

（１）提案書の部数 

８部（正本１部、副本７部） 

（Ａ４判（横置き、横書き）、１０ページ以内、両面刷り、様式自由。表紙に、あて名「世田谷区」、

タイトル、提出年月、社名（正本のみ）を記載すること。） 

※会社名その他提出者が容易に特定できる情報は、提案書の正本にのみ記載し、副本には一切 

記載しないこと。 

（２）提出期限：令和８年９月３０日（水）１６時（必着） 

（３）提出方法：下記９の窓口への持参または郵送 

 

８ 提案書に求める内容 

（１）実施体制に関する事項（１ページ以内） 

  ・業務責任者及びスタッフの実績・経歴 

  ・配置人員、役割分担、業務遂行体制 

  ・緊急時（事故・天候・施工不良等）の対応体制および連絡フロー 

（２）官公庁又は民間事業者が発注した同種・類似業務の実績（２ページ以内、５案件まで） 

 ・過去 15年以内の鉄道車両・展示車両の保存・修復・再塗装に関する実績 

 ・上記の実績に関する本業務と類似性・応用可能性の高い、施工内容・技術的工夫・成果等 

（３）基本方針（１ページ以内） 

 ・本車両の歴史的価値・保存意義、本工事の目的を踏まえた基本方針 

（４）技術提案（３ページ以内） 

 ① 塗装再現手法 

・色彩再現手法（色見本、測色等） 

・復刻色の再現精度確保の方策 

② 施工方法 

・下地処理、防錆処理、塗装工程の詳細 

・使用材料の仕様及び選定理由（耐候性・安全性・維持性等） 

・各工程における品質確保の方法（試験施工、膜厚管理、検査体制等） 

③ 補修・復元方法 

・劣化部の補修・補強方法及び判断基準 

・車両各部の補修・再現・復元提案 

④ 技術的工夫・付加提案 

・当時の状態に近づけるための技術的工夫 

・展示価値向上（視認性、教育的価値、来館者満足度、情報発信等）につながる提案 



（５）安全対策・施工管理（１ページ以内） 

  ・施設利用者・通行人・東急世田谷線宮の坂駅利用者に対する安全対策 

  ・塗料飛散、臭気、騒音等への具体的対策 

  ・具体的な工程計画（施工期間、作業時間帯、工程管理方法） 

（６）維持管理・長期保存への提案（１ページ以内） 

・耐久性向上のための材料選定及び施工方法 

・長期的な保存・継承に向けた管理計画の提案 

（７）見積書（１ページ以内） 

 ・提案限度額の範囲で、経費の内訳が明らかな見積書 

 ・提案内容との整合が図られた見積書 

 

９ 説明書の受領、参加表明書及び提案書の提出先など 

世田谷区 世田谷総合支所 地域振興課（西棟２階２０３番窓口）担当：小川、保﨑、芝﨑 

住所：〒154-8504 世田谷区世田谷４丁目２２番３３号 

TEL：０３－５４３２－２８３５ FAX：０３－５４３２－３０３２  

受付時間 ８時３０分～１７時（土日・祝日を除く） 

 

１０ 提案書を特定するための評価基準 

（１）実施体制に関する事項 

  ・本業務を適切に遂行するための業務責任者及びスタッフの実績・経歴（車両・塗装・文化財修

復等）は十分か 

  ・配置人員、役割分担、区との連絡・協議体制等は明確で、適正なものとなっているか 

  ・緊急時（事故・天候・施工不良等）における対応体制および連絡フローが具体的かつ適切か 

（２）官公庁又は民間事業者が発注した同種・類似業務の実績 

  ・過去 15年以内に鉄道車両、展示車両に関する保存・修復・塗装に係る実績を有しているか 

 ・上記の実績に関する本業務と類似性・応用可能性の高い、施工内容・技術的工夫・成果等が具 

体的に示されているか 

（３）基本方針 

 ・本車両の歴史的価値・保存意義、本工事の目的を踏まえた基本方針が示されているか 

（４）技術提案 

 ① 塗装再現手法 

・色彩再現手法（色見本、測色等）が具体的で再現性が確保されているか 

・復刻色の再現精度確保に向けた手法が明確であるか 

② 施工方法 

・下地処理、防錆処理、塗装工程の内容が具体的で適切か 

・使用材料の仕様及び選定理由が合理的か（耐候性・安全性・維持性等） 

・各工程における品質確保の方法が十分に検討されているか 

③ 補修・復元方法 



・劣化部の補修・補強方法及び判断基準が適切かつ実現可能か 

・車両各部の補修・再現・復元提案が具体的かつ妥当か 

④ 技術的工夫・付加提案 

・当時の状態に近づけるための独自の工夫が見られるか 

・展示価値向上（視認性、教育的価値、来館者満足度、情報発信等）につながる提案があるか 

（５）安全対策・施工管理 

  ・施設利用者・通行人・東急世田谷線宮の坂駅利用者に対する安全対策が具体的かつ十分か 

  ・塗料飛散、臭気、騒音等への具体的対策が現実的で実効性があるか 

  ・工程計画（施工期間、作業時間帯、工程管理方法）が適切かつ実行可能か 

（６）維持管理・長期保存への提案 

・耐久性向上のための材料選定及び施工方法が適切に提案されているか 

・長期的な保存・継承に向けた具体的な管理計画の提案があるか 

（７）見積書 

 ・見積金額が提案限度額の範囲内で、経費の内訳が明らかであるか 

 ・見積書が提案内容との整合が図られたものであるか 

 

１１ 提案書の審査方法 

（１）書類審査 

提案書の内容について「１０ 提案書を特定するための評価基準」に基づき審査し、１者を特 

定する。なお、審査の結果、一定の基準を超える提案事業者が存在しなかった場合は、候補者の特

定を行わないものとする。 

（２）審査結果の通知 

審査の結果については、令和８年 10月中旬頃、文書で発送する。また、区は選定事業者名及び

審査結果について、必要に応じて公表することができるものとする。 

 

１２ その他 

（１）参加表明書及び提案書の作成・提出等に要する費用は提案者の負担とし、世田谷区では一切

負担しない。 

（２）手続において使用する言語及び通貨は日本語及び日本国通貨に限る。 

（３）契約保証金  免除 

（４）契約書作成の要否  要 

（５）当該業務に直接関連する他の契約を当該業務の契約相手先との随意契約により締結する予定

の有無  無 

（６）提出期限以降における参加表明書及び提案書の差替え又は再提出は認めない。 

（７）提出された参加表明書及び提案書は返却しない。 

（８）参加表明書及び提案書に虚偽の記載をした場合は失格とする。 

（９）提案書の提出後に３の参加資格要件に該当しないこととなった者は、提案書審査及び契約交

渉の対象としない。 



（１０）提案書の提出後であっても、審査に必要がある場合は、追加書類の提出を求める場合があ

る。なお、追加書類の提出に係る費用は提案者の負担とする。 

（１１）契約は区と詳細な仕様の内容について協議を行ったうえで締結するものとする。 

（１２）本プロポーザルは契約候補者の選定を目的とし、契約において区は選定された提案書の内 

容に拘束されない。 

（１３）区は、当該案件に参加を表明した者及び提案書を提出した者の商号・名称、並びに提案書を

特定した理由（審査経過等）を公表することができる。 

（１４）関連情報を入手するための紹介窓口は上記９に同じ。 


